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都道府県協会 御中 

 

 平素より大変お世話になっております。 

 現在、ＭＥＴＩ高圧ガス保安室、ＫＨＫ、全検協（全国高圧ガス容器検査協会）との４

者において、容器検査時に使用する塗料不足に関する検討を進めております。 

 

 なお、容器検査会社の約半数は全検協に加盟しておらず、業界全体の状況把握が十分に

できていない状況です。 

 そのため、需要期に向けた適切な対応を講じるべく、当方にて網羅的な実態調査を実施

する必要があると考えております。 

 現時点では、全検協より「粉体塗料は不足していない」との見解が示されている一方

で、実際には粉体塗料の調達が一時的に困難となり、１～２週間休業（５月下旬再開予

定）している検査会社も確認されています。 

 また、溶剤塗料を使用している検査会社は全体の約２割と推測されており、これらの事

業者において塗装作業が実施できない事態も想定されます。 

 こうした場合には、検査業界全体で対応する必要があり、保安室・ＫＨＫ・全検協との

調整が必要となる可能性があります。 

 

 つきましては、現状把握のため、添付の Excelファイルに調査可能な範囲で必要事項を

ご記入いただき、５／２２(金)までにメールにてご返信いただきますようお願い申し上げ

ます。 

 ※可能な限り記載例に沿ってご記入ください。 

  なお、「容器本体への法定表示」の項目に、その他の記載がある場合には、その具体

的な対応方法についてもご教示いただけますと幸いです。（別添のその他にご記入く

ださい） 

 

 また、今後想定される対応として、以下のような事項についても検討を行っておりま

す。 

 ・耐圧検査のみ実施し、塗装を特例的に省略し、特例シール等で対応する案 

  →この場合、次回検査時期（何年後とするか）についての整理が必要 

   （安全弁の必要数増加の可能性あり） 

 

 ・検査が実施できない場合の未検査容器の保管場所の確保 

  →検査会社間での負担の偏りが生じないような運用ルールの検討 

   例：特例的にプラットホーム下での保管等 

 

 ・回転容器不足および未検査容器の滞留リスク 

  →新容器による補完がどの程度可能か現時点では不透明であり、引き続き懸念される



状況 

 

 各業界においては既にリスクヘッジに向けた動きが進んでおります。 

 ＬＰガス業界においても、容器塗料の供給途絶が生じないよう、早期の対応が重要と考

えております。 

 ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、本調査へのご協力を何卒よろしくお願い申

し上げます。 
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